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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、核内にあるときは筋特異的遺伝子を制御し、細胞質内にあるときは細胞内輸送に影響を与える可能性がある。コードされるタンパク質はホモ二量体として機能し、Fアクチンと相互作用する可能性がある。この遺伝子の変異は肺がんに関連している。[RefSeq提供、2008年7月],発生段階：誘導後3日目に発現がピークに達し、その後の筋管成熟の間、同様のレベルを維持する。,疾患：MYO18Bの欠陥は肺がんに関連している。原発性肺がんおよび細胞株の半数で不活性化されている。原因には、欠失、変異、プロモーターのメチル化などがある。,機能：細胞質内にあるときは筋細胞の細胞内輸送に関与している可能性があるが、核内に入ると筋特異的遺伝子の制御に関与する可能性がある。肺癌の発生において腫瘍抑制因子として重要な役割を果たす可能性がある。,類似性：1つのIQドメインを含む。,類似性：1つのミオシンヘッド様ドメインを含む。,細胞内局在：未分化筋芽細胞では点状パターンを示す。初代培養心筋細胞および成体筋では核内に局在する。一部の心筋細胞では部分的な筋節局在が認められる。,サブユニット：ホモ二量体。GPAモチーフ（グリシン/プロリン/アラニンに富む）を介してFアクチンと相互作用する可能性がある。,組織特異性：心筋および骨格筋で選択的に発現する。精巣、膵臓、胎盤、前立腺、肺、胸腺で弱い発現を示す。,
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	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

